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I 論文要旨 河崎征俊
十四世紀の英国詩人 Geo 世 ey Chaucer は一元的世界観の中に生きながらも，
想像力の面では，二元的世界観を自由に駆使しながら，それを大地に根づかせる
ことができる最初の英国詩人であった。つまり彼は，例えば， Ari stotle ， Cicero ， 
Vi rgilius ， Ovidus ， Boethius ， Le Roman de la Rose の詩人， Dante ，及び Bocacio
等といった〈権威) (“ auctorites 勺を読書によって吸収し，それをく記憶の鍵〉
を使って作品の中に解放すると同時に，現実の世界で起こった事柄を見たり聴い
たりしながら，それを創作の対象とすることができる詩人であった。従って，彼は
一元的価値観の中にいながら，自らの想像力を現実の世界にプロジ、エクトするこ
とによって， (一〉と〈多)， (権威〉と〈経験)， (聖〉と〈俗)， (超自然〉と〈自
然)， (Vi rgin) と (Venus) ，(運命〉と〈自由意思)， (過去〉と〈現在〉ならび
にく信仰〉と〈理性〉等といった相克する二元的価値観の世界を創造し，それら
から直接的，間接的に生み出されるユーモアとか，風刺とか，アイロニー，さら
にはジェンテイレッセとか優しさといった文学的要素を，作品の中に登場する人
物たちを通して我々に現示せしめた，現代にも通ずる優れた新しい詩人であった
ということになる。本書は， Chaucer 文学に見られる〈伝統〉とその〈創造〉に
目を向けながら，詩人の作品に見られる想像力の新しさと普遍性を考察すること
を目的としている O
第 I部
第 1章: Chaucer における dualism の意識一一"one" と川any" をめぐって，で
は，運命の女神の彼方に不動の主動天や絶対的天の世界が横たわり，星座や天球
が神と人間を結ぶ媒体となっていたという中世ヨーロッパの概念に立脚しながら，
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不動の世界を“one" ，無常の世界を“many" とそれぞれ定義し，Troilus and Cris りde ，
Th e Legnd 01 God Women ， Th e Knigh t' s Tale 等を中心に考察しながら， Chaucer 
詩の二元的構造に光を当てている。 Troilus and Cris り'de において詩人は，認識
の対象が上にいけば，自由が得られると唱えた Boe 出ius の思想を取り入れなが
ら，認識を通した救済を考えているようだが，例えば，血肉を備えた女性 (many)
であると同時に「完全無欠な天人のような女性J (one) と描写される Criseyd
を見ればわかるように，この女性の中に二元的要素をとらえながら，そこに見ら
れるアンピヴァラントな矛盾が描かれていると考察。また，Th e Legnd 01 God 
Women では，夏と冬のイメージが語り手の心の中で二元的特質を帯びるように
なり，自然の秩序は死の源であると共に生の源であるとし，さらに，Th e Knight's 
Tale では， Charles Musca 甘ne の考えを踏襲しながら，死の彼方に継続と発展及
び、元の泉への還帰が生み出されていると論究し，詩人は，単なる宗教的目的を超
越した，複雑で矛盾に満ちた文学的センスを“one" と“many" を通して漂わせて
いると結んでいる。
第 2章‘A prev by experience" (HF ， II. 873) : Chaucer に見る〈権威〉と〈経
験)，では，“one" と“man y"を〈権威〉と(経験〉に一致させた A品川r Ho 曲na
の考えを取り入れながら，Th e Wife 01 Bath 包Tale のPrologue ，Th e House 01 Fame ， 
Troilus and Criseyde に見られる(権威〉と〈経験〉の矛盾に満ちた多様性を探
究している。百le Wrle of Bath という女性が中世の神学に反する肉体的支配権と
経済的支配権を主張するのは，彼女が自らの市場価値を知っていたからであろう。
だが，彼女は伝統的概念に縛られていくという dramtic irony を漂わせることに
なる。さらに，詩人が Th eHouse 01 Fame で示す〈権威〉に対する懐疑主義は，
“f間前"の扱い方に良く表れている。それは， Aenas を英雄と見るVi rgilius と
Aenas を単なる誘惑者と見る Ovidus に表出していると思われるが，詩人は
Ovidus に好意を示しながらも， Vrgilius にも注意を怠ることなく，詩人独自の
吋:ame" を創造しているようである。つまり，彼は中世ヨーロッパの文学的伝統
にはないアンピヴァラントなテンションを披露していたのである。また，一方に
おいて，詩人が日常的な経験を表す“cover c1 e" (1 なべ蓋J) といった言葉を取り
入れることにより，口語的言語を文学的伝統の中に引き寄せた点も特筆すべきで
ある。だが，他方において，この作品に， <経験〉を疑いの目を持って受け止め，
〈権威〉を批判的な態度を持って扱うといったアンピヴァラントなテンションが
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見られるのも否定できない。最後に，Troilus and Criseyde には，宮廷風恋愛の
コンヴェンションから抜け出た Troilus や，“game" のトリックに成功しつつも，
政治的・軍事的問題となると〈経験〉の力が弱体化し，沈黙に終始する Pandrus
や，経験を重ねるにつれて別の側面を表に現すようになる Criseyd たちが登場
するが，言もfAが，彼らに謎めいた特性を付与しながら， Bocacio には見られな
い文学的特質を新たに再創造している点は評価に値する。即ち詩人は，定規で計
った思考法ではなく，アイロニ}に満たされた懐疑主義で物事を見ていたのであ
る。
第 3章: Chaucer における orality- フォーク・カルチャーの視点から，では，
詩人の“poe 世.c diction" はコンヴェンショナルなものであったという前提に立ち
ながら，彼が自国の口語的表現を文学英語に導入し得たのは，彼が素晴らしい
「耳」の持ち主であったからであり，さらに，フォーク・カルチャーとの繋がり
を持っていたからである，と考察している。 Fredrick Tuper の七つの大罪論や
R M. Jordan のゴシック建築との相対論だけでは説明され得ない創造的空間や祝
祭性が詩人の作品に見られると強調し，Th e Bok 01 the Duches の冒頭に現れる
“wonde r" (ちなみに，これは「驚嘆」を意味するアングロ・サクソン語である。
Chaucer が書いた "wonder" はフランス詩人 Froisart のLe Pa 仰の'S d'A mour から
の翻案とされているが， Chaucer のほうが口語性に富んでいるようだ)とか“ I"
といったユーモラスな言葉からドラマチックな雰囲気が醸し出され，詩人特有の
生き生きとした会話体が創出されている，と結論づけている。
第 4章: Chaucer 批評における〈伝統〉と〈創造〉一一 D. S. Brew の批評
法，では，伝統的研究法に新しい科学的方法を取り入れている碩学 D. S. Brew 
の批評法の内容とその意義を紹介し，二十世紀後半の Chaucer 研-究において D.
S. Brew が及ぼした影響力を，主として，言語重視の態度，伝統的物語の取り
入れ方，及び、 orality とliteracy の取り入れ方等の側面から解明することを目的と
している。言語重視の態度は， Brew の言う“formed verbal 仕adition" という
言葉からもわかるように，英国のライミング・ロマンスから受け継ぐ口語的スピ
ーチの意義に対する彼の評価からも窺うことができる。また，伝統的物語の取り
入れ方は，Symbolic Stories (1980) を見れば判然とするであろう。つまり， r物
語は pa 枕:em を生み出しているが，この patem は物語を伝える“words" とは別個
なものである o “words" の細目は変化するが， patem は変化しないJ とBrew
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は言っているのである。それを証明するために Brew は，物語と“verb a1 re 詞iza 同
首on" との関係に着目し，物語は“verbal realiza 首on" に先行するが，物語が芸術的
に優れているとは限らない，“verbal re a1iz ation" によって物語の芸術性が高まっ
てくるからだ，と主張しているわけだが，これは orality とliteracy の取り入れ方
と共に見逃すことのできない言説であろう。幅広い教養と直観力，ならびにバラ
ンスの取れたテクストの読み方等が Brew の Chaucer 論に見出せるからである。
第E 部
第 1章: ["場」としての(庭園〉の意義をめぐって一一 Bocaio から Chaucer
へ。Vi lgilius の注解者 Servius によると， locus amoenus は〈愛の伝統〉と結びつ
いていたとされ，愛の詩の舞台背景となるく庭園〉も，アレゴリーの発達と共に，
シンボリックな意義を獲得することになるわけだが，本論文では， locus amoenus 
に精通していたとされる Bocaio の〈庭園〉の説明を通して， Chaucer がいか
にその思義を被り，また，いかにそこから脱却するようになったかを考察してい
る。 LeRom αn de la Rose の影響を受けたとされる Bocaio のDecamrone を見
ると，三つの庭園が登場することになるが，超自然的要素はここには現れてこな
い。現れてくるのは，豊富な〈水〉の情景である。〈水〉は生命と再生の擬人化
として役立つのみならず， Venus の若々しいイメージを創出する場面においても
有益な働きをなしている。 Chaucer に流れていくのは，まさにこの若さのイメー
ジである。 Bocaio の詩的思想は Chaucer の Th e Parliamnt 01 Fowls に良く表
れているとされているが， Dec αmerone の第三の庭園が〈理性〉によって秩序づ
けられているのに対し， The Parliament 01 Fowls の早い頃に出てくる碑文を見
ればわかるように，人間生活の天国と地獄のヴイジョンとか歓喜と苦痛の交錯し
た統合体が暗示されているため，両詩人がまったく同じ世界を描いていることに
はならない。 Chaucer の場合， Venus とNature とが切り離され，二律背反のテ
ーマとして扱われているからである。このような二重構造が Bocaio に見られ
ないのは確かで、ある。 Bocaio の場合， Venus もNature も共に，秩序づけら
れた存在として共存しているからである。そうした意味からすると， Chaucer は
Bocaio の文学思想、を移植することにより，独自の文学世界を構築し，創造し
得た詩人ということになる。ある意味で， Chaucer は時代的にも恵まれていたこ
とになるであろう。
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第 2章:“血 e craft so long ωlern" : Th e Parliamnt 01 Fo ωおにおける〈愛〉
と〈芸術〉の主題。この作品を読むと，詩人 Chaucer が自らの創造性の問題に
直面し，方向感覚を喪失した状態に置かれていたことがわかる。例えば， r古い
建物から学ぶ新しい知識J (24- 5) と描写されているように，最終的に重要な
のは新しさであり，絶えざる再生過程ということになるわけだが，ここでは，過
去の伝統と自らの詩的技法との聞に生まれる葛藤や矛盾が描かれているからであ
る。つまり，詩人自らの内面の葛藤が描かれているからである。ちなみに，愛と
は創造的存在を完全な形で表現したものであるが，この作品を見る限り，すべて
の鳥たちが愛を成就したわけではない。従って，詩人は愛の問題と自らの詩的技
法の問題をだぶらせながら， Venus とNature との関わり合いの中に，彼独自の
懐疑主義を漂わせることになる。 Venus には時間や死の現実がその本質として含
まれているため，詩人は Th e Pcirliament 01 Fo ωls の中で Venus とNature との葛
藤や矛盾を描くことで，自らが抱えた内面の深刻さを引き出しているとも言えよ
う。 Troilus and Criseyde を見ればわかるように， (愛〉の問題は〈経験〉だけで
解けるものでもない。詩人が最終的に書物へと目を向けるのはそのためである。
Venus の属性と“old bokes" との狭間で詩人が見ていたものは，自らの〈経験〉
と〈創造性〉との聞に横たわる距離間だ、ったのではないだろうか。本論文ではそ
のような内的問題に触れている。
第 3章:“ wh 抗也yng is 出抗?" : Troilus and Criseyd e における〈話し言葉〉の
役割とその効果，では， r (話し言葉〉は千年の聞には変化するもの」という考え
と， r我々の現実の姿はいにしえの学者たちが用いていた形式や様式といった文
脈の中で理解されるべきもの」という考えが詩人の中にあったという前提に立っ
て，詩人の創造力と古典に対する畏敬の念を，個々の登場人物の〈話し言葉〉を
中心に考察している。〈権威〉の世界から Pandrus の言葉をとらえようとする
言語的狭隆さがその後の悲劇性をもたらす青年 Troilus ，切迫した現実の中から
自らの〈不誠実〉を紡ぎ出す Criseyde ，白と黒の対比といった逆の理論を通し
て相手の好奇心をくすぐり，相手を自らの〈意図〉へと導いていく Pand 訓 s，
公式化され格言化された言葉でしか行動できない Diomed Troilus and Criseyde 
に登場する人物たちは，いわば， (相互伝達の欠落〉という壁を抱えた人物たち
である。 Troilus とCriseyd の会話も噛み合わず， Troilus とP組 d町 us のそれも
相互理解に欠けているため，この作品に登場する各人物は，相手側のいわゆる“en~
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tente" を理解していないことになる。「神さまの言う言葉なんて暖味なものJ (IV. 
1406) という言葉は Troilus and Criseyde を象徴する実に印象的な言葉であり，
この作品の〈趣旨〉を要約した言葉でもある。〈暖味). <意識のずれ). <不確か
な意図).これらが登場人物たちの〈話し言葉〉に共通する特質と言えよう。こ
の作品が最初の心理小説と言われるのはそのためかも知れない。 Chaucer は各登
場人物を通して. <話し言葉〉の問題を我々に暗示し，それを再創造したものと
思われる。
第 4章: Chaucer の“mutabili ザ'のトポスについて一一 Troilus とBoethius を
中心に，では. Troilus αnd Cris り'de の飛朔スタンザにおける Boethius とChaucer
との同質性及び異質性をとらえることを考察の目的としている O この Chaucer
中期の作品には，悲劇的価値観と喜劇的価値観とのテンションが見られるが，こ
の物語は主人公の倫理的運命の浮沈をテーマとした物語ではない。要するに，詩
人がテーマとして選んだのは. <女性を恋する男性〉の運命の浮沈である。 Troilus
and Criseyde は. Boethius の悲劇観を踏襲し. <不運〉を〈真の善〉と結びつけ
た物語のように見えるが. Chaucer はBoethius の倫理学で自らの詩的ヴイジョ
ンを補充しているように思われる。ゆえに，ここにおける悲劇性は“mutabil ザ'
のテーマと関わってくることになるD 両作品とも“mutabil ザ'のトポスを独自の
手法を用いて展開し，世俗的価値観と神的価値観とのアンチテーゼを強めている
という点で，共通性を帯びているが. Troilus and Criseyde における Tro i1 us の悲
劇は， トロイの王国の没落からではなく，愛する女性 Criseyd の喪失から生ま
れているものと言える。詩人は“mutabil げ'のトポスを恋愛事件の観点から展開
しているのだ。ちなみに，物語の結末は，主動天への還帰と共に話を結んでいる
Dante のDivna Comedia と同じように，変化・変遷を超越した至福のヴイジョ
ンで、終わっているが. Troilus and Criseyde は. Dante の場合とは違って，政治的
色彩を帯ぴているわけではない。つまり，この物語はトロイの王国の没落から悲
劇的教訓を学び、取っているわけではない。 Chaucer は Boethius や Dante から倫
理的教訓を学びつつも. <愛の移ろい易さ〉というテーマを中心にしながら，現
実の生の人聞から〈目〉を離さなかったものと思われる。中世詩人 Chaucer の
〈新しさ〉は，どうやらこの周辺にあるようだ。
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第E 部
第 1章:“ tempus" と“aeterni 胞s": The Knight 包Tale における Chaucer の〈時
間〉の意識。本論文では，アクションの動性と不動性の側面から Th e Knigh ぬ Tale
の流れをとらえ，一時的ナラティヴ・モ}ドと超時間的ナラテイヴ・モードとが
交錯する地点に Chaucer 文学の陵昧性をとらえることを目指している。この物
語では，時間がゆっくりと流れているように感じられる描写が比較的多く見受け
られるため，それがこの物語のスケールをより拡大化しているようであるが，話
の筋が偶然性に支配されているためか，時間の流れが途切れてしまう場面も出て
くる。〈牢獄〉から〈森の空間〉へ， (闘争〉から〈闘技場〉へと動いていくAr cite
とPalmon の行動の〈場〉をとらえると，二人の行動が〈この世の無常〉を漂
わせながら描写されているからだ。だが，ある意味において，この両者の運命は，
〈愛と闘争>， (生と死〉といった二律背反的要素を含めた世界の中で進行し，成
就しているようにもとれる。この二律背反的要素を作品内に漂わせるのに一役買
っているのが，“up and down" という表現である。“up" は“hole"( =“ whole") と
か初出'(=“ perfec t")といった言葉が当てはまる〈天上の世界〉を象徴し，“ down"
は腐敗し易い〈地上の世界〉を象徴しているようだが，“up and down" という表
現は，“no w"という言葉と結びつくと，時間の空間化に役立つようになる O その
意味において，結末における君主官lesus のスピーチは無視できない。この物
語は，人間的時間に基づくアクションを描きながら，登場人物たちの注意を天上
のヒエラルキーに向けさせ，このヒエラルキーこそ慈愛に満ちた〈超時間的なる
もの〉から成り立つ構造体である，ということを伝えようとした物語である。本
論文では，人間の内面に内在する時間に目を向けていたと考えられる St.
Au 邸時出1U S と同じように， Chaucer も〈一時的なるもの〉をナラテイヴ・モチー
フとしながら，より高い〈超時間的なるもの〉に対する観念を暗示させていたの
ではないか，と結論づけている。
第 2章:“官邸 worldes 仕組smutacioun": . The Knigh ぬ Tale における〈場〉
([oci) の意義をめぐって，では，外的世界と内的世界との対照化から生み出さ
れる空間的要素が作品内を支配し，これが物語の構造形態に貢献していると仮定
し，ナラテイヴの空間的要素とは何か，人間と自然と始動者(神)を結びつけた
鮮とは何かを考察している。登場人物たちの孤立化と融合化は， (場 > ([oc i) を
通して徐々に引き出されていくわけだが，特に， Ar cite とPalmon の場合，そ
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れが顕著に見受けられる。〈場) (l oc i) の変化つまり〈空間的変遷〉によって，
この二人に死と結婚が付与されることになり，二人の運命の変化は，空間におけ
るこつの相対的運動によって具現化されていくからである。このような〈空間的
変遷〉が狭い牢獄の(窓〉から始まっているのも大いなる皮肉である。二律背反
的要素を漂わせるのに力を貸しているのが，前章でも既に取り上げた“up and 
down" という表現である。上下のイメージは，例えば， r太陽j とか「日没」及
び「闘技場での位置関係J (Emely == up ， Ar cite == down) 等によって暗示され，こ
の物語に深い影を落としていると言えるからであろう。だが， <避けることので
きぬ事物を受け入れるのが人間の知恵なり〉という官lesus 公の言葉により，
相克に満ちた.Ar cite とPalmon の〈場) (l oci) は，空間的変容を遂げたことに
なる。
第 3章: Chaucer のナラテイヴ・ゲーム一一〈喜劇的物語〉を中心にして。本
論文では， Chaucer にはいわゆる“comi Vi ce" は登場しないという前提に立って，
ならびに， Chaucer の喜劇には社会的規範も道徳的基準も含まれてはいないとい
う前提に立って，詩人の喜劇的物語におけるく遊び〉の意味を探究している。 Th e
Miller)s Tale ， Th e Merchant 包Tale ，Th e Shipm α?ぬ Tα le 及び Th eRev)s 1i αle 等を
見ればわかるように， Chaucer の喜劇的物語に置いてく笑い〉が社会的に立派な
人間にも向けられているのは，セックス，年齢，職業といった時代性の拘束を受
けないものが中心となっているからである。また，詩人が描くファブリオーが成
功を収めているのは，夫，妻，乱入者といった一見単純な三角関係が中心となっ
ているからである。(遊び〉が〈真面目〉の意味を引き出しているからであろう
し，物語の描写力がリアリティーを帯ぴているからであろう。例えば，Th e Reve 包
Tale は，Decamrone の九日目の第六話に似ているとされているが，後者を書い
た Bocaio のほうが話のテンポが速く，前者を書いた Chaucer のほうがスロー
であるように感じられる。だが， Chaucer が語る物語のほうが生き生きとした展
開になっていることは，誰しも知るところである。 Chaucer に触れると，喜劇的
物語においても，大衆的伝統と学問的伝統が結びつき合い，喜劇のアンピヴァラ
ントな世界が生み出され，それによって我々は， <笑い〉の渦の中に巻き込まれ
ていけるからである。つまり，コモンな部分に対して，我々の意識が目覚めてい
けるからである。
第4 章: Th e Cα nterbury Tales のいわゆる宗教的物語に見られる(喜劇性) ，で
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は，詩人は宗教的物語において，単なる悲劇を書いたのではないという立場に立
ち， r喜劇は階級そのものに対する意識である」と唱えた John Tzets とか， rミ
サの概念が喜劇の概念と照応関係にある」と説いた O. B. H 訂 dison ，Jr. ，及ぴ，
Divna Comedia の最終部で喜劇性の意味を解明しようとした Dante 等の意見を
根拠にしながら，宗教的要素と喜劇性といった二元論を考察している。 Th e Man 
of La ωきTale は死後の魂の救済ではなく，地上における存在と歓喜をパラドクシ
カルに描いた喜劇性を暗示する物語であり ，Th e Cle r. 抗日le は喜劇の世界を暗
示する物語であるが，神の喜劇の一歩手前に留まっている物語であり ，The Physi-
cilα 飽き Tα le は神の喜劇の土台ともなる地上の喜劇であり ，The Prioress's Tale は
哀れなるものの中に喜劇性が含まれた物語であり，そして，The Second Nun 's Tale 
には宗教的〈笑い〉によって人間の喜劇を超えた神の喜劇が現れている，とそれ
ぞれ結論づけている。詩人は想像力と創造性を兼ね備えていた人間であったため，
喜劇性の概念が宗教的物語においても不可欠だ、ったのである。こうした喜劇性が
散見されるからこそ，我々現代人にもそれが〈新しさ〉となって伝わってくるの
であろう。
第 5章: The Reve's Tale における“whel" のモチーフ，では，この物語は中
世ヨーロッパのイコノグラフイーに依拠する“whelof 町e" の概念に基づいてい
るとし， <生〉は“ whel" を一巡する一つのサイクルである，という側面から〈時〉
と〈老齢〉のモチーフを考察の対象としている。“whel" は時間によっておレ流
されながら姿を変えていく〈生〉そのものに他ならない。この物語に登場するの
は， A1 1en とJohn というケンブリッジの学生，水車小屋の主 Symkyn ， Symkyn 
の妻と娘と赤子たちとなっているが，その相関関係に“whel" のモチーフが含ま
れているようである。〈車輪〉を回すのは Syr 叫cyn その人であるにもかかわらず，
当の Syr 叫cyn 自身が渦の中に巻き込まれていくというパラドックスを生み出して
いる点に，この物語の喜劇性が横たわっているようである。本論文では，中世ヨ
ーロッパに流行していた“Sevn Ag es" の理論を基に，“brok" ，“ditch ぺ“milk"
といった時間の流れを暗示する液体のイメージと，“empty is tone" といった生
命の喪失を暗示する人間の死のイメージを論じているが，“whel" のモチーフは
〈生〉の戯れの面白さ・滑稽さの表出でもある。「じようごJ (“ hopen") のよう
に，あっちこっち揺れながら生きている登場人物たちを見ると，この物語は〈無
常の世界〉を漂わせた物語ということになろう o r栓のついた樽」そのものが〈生
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と死〉の形而上学の暗示として働いているからである。
第 6章: Th e Sh かmans Tale におけるドライ・アイロニー。この物語には，商
人とその妻及び修道僧の三人が登場し，互いに踊し合いながら利己的な行為に走
る場面が描写されているが，本論文では， rこの物語は利己的人間の営利的行為
を茶化した物語であり，経済的交換の原理が見られる物語である」という A B.
百lro の理論を踏襲しながら，各人物の営利的行為に見られるドライ・アイロニ
ーを考察・論究している。ドライ・アイロニーは，究極的な現実の姿(例えば，
セックスとか金銭)が描かれて初めて，我々の意識の中に入ってくるものである。
従って，それを暗示する言葉として“cher" と“自yngs" という言葉を取り上げ，
その論拠として重視している。“cher" は，夜明けにさえずる小鳥たち(“ pye" ，
“paejay") からそのメタファーを獲得し，陽気にさえずる小鳥たちのさえずり
にく虚ろさ〉のイメージを暗示させ，そして“仕1Y ngs" は，商売に関するもの(こ
れは夫の要求物)と財産に関するもの(これは妻の要求物)を通して，夫婦の内
的分裂を暗示し，アンピヴァラントな世界を表現するのに役立つている。つまり，
これら二つの言葉は， <時〉の一過性を暗示し，この物語に奥行を持たせている，
と言えよう。 Chaucer は〈時〉の一過性を聴衆に暗に知らしめるために，“shadow
on 出e w a1 1" という表現を使用し，存在の裏側に潜む実態に目を向けているよう
であるD しかしながら，我々は“cher" と“出yngs" の世界から逃れることはで
きない。詩人が商人とその妻を物語の最後で再び結びつけるのは，そのためであ
る。詩人は〈生の人間の世界〉を肯定しながら，その〈影〉を冷静な目でとらえ，
ファブリオーという枠組みの中で，冷めた現実観を漂わせているのであるD
第 7章:“ blynde prosperite": Th e Monks 'n αle における〈悲劇〉の意味。 H 令
len Philips が rTh e Canterbu η Tales のミニ・ヴァージョン」であると述べてい
るこの物語は，行為の結果から出てくる人間の悲劇性を描いた物語であるが，多
様性によって無常性が高められた秀作である。本論文では， Fo 内me と廿agedy
との関わりを明らかにしながら， Adam ， Sampson ， Hercules ， Nabugodnsr ， 
Balthasr ， Cenobia ， Petor たちの栄華とその末路を主として論究しているが，特
に， Nero とVi scon 甘の話を悶ch 町 dID 世の時代と結ぴっけながら，詩人 Chaucer
の歴史感覚を中心に論じ，その結論を導き出している。詩人は暴君 Nero の行状
とその悲劇性を描いているとき，同時代に生きていた英国王町ch 訂 dID 世のこと
が頭の中にあったのではないか，という前提の基に，前者と後者との類似性一一
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ちなみに， Nero を描写した箇所にルビー，サファイア，及び食物に関する場面
が出てくるが， Ri ch 町 dil 世も美食家として知られ，ファッション，宝石類に執
着していた国王であったーーに同時代性を感じ取る歴史感覚が，詩人の心に内在
していたものと思われる。さらに詩人は，当時のイタリアの権力者Vi scon 世の死
の知らせを聞いて， Vi scon 世の話を Th eMonk きTale に付け加えたとされている
ため，ここにも詩人の歴史感覚が働いていることになる。詩人は過去の偉人たち
の悲劇性を描くことで，我々の目を作品から引き離し， (過去〉の世界へと我々
を連れていこうとしているようだが，彼は権力者Vi sconti という同時代の偉人の
死を描くことによって，権力の危険性及びその不安定性といった普遍的テーマを
示したのではないのか，ここに，この詩人の文学的意匠が潜んでいるのではない
のか，と結論づけている。
Chaucer は十四世紀当時としてはめずらしいいわゆるく国際人〉であったとさ
れているが，ある意味で，彼は中世ヨーロッパの文化の移権者であった。つまり，
彼はフランスやイタリアから〈苗木〉を持ち帰ってきて，それを十四世紀の英国
の風土に植え替えた文化の“仕組splanter" であった。そして，その〈苗木〉に水
をやり，肥料を施しながら，英国の文学が大樹に育つよう努め続けた英文学の〈先
駆者〉であった。また Chaucer は，中世ヨーロッパという現代とはまったく異
質な価値観の世界の中に生きながら，現代にも通ずる様々な価値観を自らの想像
力の中に蓄えつつ，それを優しい言葉で表現し得た中世の詩人であったロ彼の〈パ
ーソナ・リティー〉に生来備わっていたく物事に対する優しい眼差し〉は，彼の作
品を表面的に通読しただけでは，すべて解明できない部分もあるようだが， (新
しさ〉という側面から，詩人が辿った航跡を調べてみると，それが彼の作品から
明確に浮かび上がってくるようである。〈新しさ〉とは，極〈当たり前のこと〉
をどのようにして受け止め，どのようにして考えるべきか，といったところかち
生まれてくるものである。本書は， Chaucer の作品に宿る，時代を超え，空間を
超えた普遍的〈新しさ〉を発掘することを目的としたものである。
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E 審査報告
主論文 『チョーサーの詩学J 開文社 208 年
副論文 『チョーサ一文学の世界』南雲堂 195 年
副論文 “who did hem wirche" :“ boks" and “experience" in Chaucer's House 
01 Fame" 208 年
(主査) 専修大学文学部教授 松下 知紀
(副査) 専修大学文学部教授 道 家 英 穂
(副査) 大阪商業大学総合経営学部教授笹本長敬
審査委員会は，提出された主論文と副論文を(1)問題関心と研究の先進性，
( 2 )論文構成の説得性と研究の到達点， (3) 文献収集の広範さと実証性， (4) 
将来展望の観点から審査した。また，口述試験において，直接，申請者本人より
上述の審査点について判断材料を得た。
1.問題関心と本研究の先進性
主論文『チョーサーの詩学』において，河崎氏は Chaucer が生きた14 世紀の
価値観は一元的世界観に集約され，教会と王権が手を結んだ絶対的世界観に支配
される時代であり，宗教裁判，ローマン・カトリック，百年戦争，農民一撲によ
り封建貴族の権力の衰退が始まる時代と指摘する。また， Chaucer 文学の特質を
く公益〉として捉えるとともに， ["個」としての人聞を描写していることを指摘し，
個人主義の萌芽が見られるとし， ["コモン・センス」と「個人」の関わり方を描
いていると述べる。さらに， Chaucer 文学の難しさは行間に込められていて， ["個
人主義」の中に相手側の個性を尊重する，物事に執着しない一歩下がった精神，
「デタッチ・ドj の精神が存在すると主張する。
Chaucer は己を無知無能で愚鈍な存在として聴衆や読者にさらけ出すやり方で
〈自己戯画化〉しており， E. T. Don a1 dson のいう“pretnde inferiorl ザ'と同質の
指摘をしているO また，この〈自己戯画化〉の精神は Sir Th opas において最高
潮に達していると言及する。この[" detached (デタッチ・ド )J の精神(物事を
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一歩下がって見る冷静で客観的な態度)から〈ユ}モア〉の精神(“ Eng 1i sh hu~ 
mo 山川)が引き出されるとつなげている。 Chaucer は他者への冷静な観察眼だけ
ではなく，他者への「優しさ」も持ち合わせていることから， Chaucer をイギリ
ス文学の源流と見なす根拠があると述べる。
豊かな人間性を備えた詩人として Chaucer が人間観察を行い，Th e Shitman's 
Tale においてく時〉の流れに立ち止まって眺める冷静で客観的な「眼」によっ
て人間を「壁に映し出された影J として把握し， <時の流れの空しさ〉ゃく正常
さと馬鹿馬鹿しさの混合〉と把握していた，と言及する。
Chaucer は〈新しさ〉に敏感に反応し，世の中の変化や物事の順序を捉え，当
り前の事柄として，風刺の精神を含んで創作し，詩人の深い省察が込められてい
る，と指摘する。
Chaucer は一元的価値観の世界にいながら，想像力を駆使してく権威〉と〈経
験>， <聖〉と〈俗>， <超自然〉と〈自然〉などの相克するこ元的価値観の世界を
創造したとし， <伝統〉と〈創作〉に目を向けた詩人であると結論付けている o
2. 論文構成の説得性と研究目的の到達点について
本論文は第 I部から第E 部までにより構成されている。
第 I部
第 l章 Chaucer における dua 1i sm の意識一一“one" と“m 阻 f をめぐって
Chaucer は天文学や占星術の知識を通して， <運命の女神〉を超えた“ one" cr 不
動の世界J) と〈運命の女神〉の下にある“many" cr 無常J) の世界を意識し， Boethius 
や Macrobius や Dante などの精神の世界を経て，ネオプラトニズムの世界へと
向い，“du a1i sm" を意識しながら Troilus and Criseyde ， The Bok 01 the Duches ， 
The Legnd 01 God Women ， Th e Knight's Tale などの創作を行った，と評価する。
第 2章 “A prev by experience" CHF ， II. 873) : Chaucer に見る〈権威〉と〈経
J験〉
相矛盾する〈権威〉と〈経験〉から多様性を浮かび上がらせた Chaucer の詩
人としての芸術性を考察して，中世初期に広まっていた聖書釈義学的方法を利用
して Wue of Bath をドラマティック・アイロニーの犠牲者にした，と指摘する o
:._;1"，-
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また，中世ヨーロッパの文学的伝統におけるアンピヴァレントな緊張を引き出し
たとして，Th e Wife 01 Bαth 包Prologue ，Th e House 01 Fame ， Troilus αnd Cris りde
を通して， (権威と経験〉の概念が Chaucer の内面世界を解く鍵となっている，
と論じる。
第 3章 Chaucer における orality- フォーク・カルチャーの視点から
口承を旨とするフォークロアは，社会の様々な基準を吸収し，伝達することに
よって「ナレーター」と「聴衆」の共有物になることに注目して， Chaucer が数
多くの自国の口語的表現を英文学の中に導入し，“folk proverbs" を広範囲に用い
ていることを指摘し，物語のリアリスティックな描写法とフォーク・オーラル・
デリヴァリーに対する洞察力と認識力によってその文学的生命を理解すべきだ，
と主張する。
第 4章 Chaucer 批評における〈伝統〉と〈創造〉一一D. S. Brew の批評法
D. S. Brew の Chaucer 文学の批評法は，言語重視の態度，伝統的物語の取り
込み， or a1i ty とliteracy の取り入れ方を重視している，と指摘し，Th e Bok 01 the 
Duches ， Th e Reve 託Tale ，Troilus and Cris りde ，Th e Knight 包Tale などに具体例を
提示する。
第E 部
第 1章 「場」としての〈庭園〉の意義をめぐって-Bocacio から Chaucer
f ¥ 一一一一
Bocacio の庭園は Le Roman de la Rose の庭園と類似性を持ち，中世特有の
〈愛の庭園〉の伝統をもっている。 Decamron の庭園では「愛」ゃ「自然」が〈理
性〉によって穏やかに秩序付けられている。 Chaucer はフランスやイタリアの伝
統を踏襲しつつも，Th e Parliament 01 Fowls ， Troilus and Criseyde ， Th e Wi 舟 01
Bath 包Tα le ，Th e Knight 包Tale ，7克e Franklin 包Tale などにおいてイギリス文化圏
の中で独自の文学思想を展開した，と指摘する。
第 2章 “出e craft so long lerne" : Th e Parli αment 01 Fowls における〈愛〉と〈芸
術〉の主題
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Th e Parlil ω1， ent 01 Fo ωls は詩形と内容とが実に巧みに釣り合った芸術的完壁さ
を示した作品であり，しかも Chaucer がさまざまな内的経験を重ねていく心的
過程が如実に暗示された秀作であるとし，伝統が果たす役割を重視する。 Chaucer
は様々な種類の鳥たちを使ってく愛〉の行く末を描写し，そこに「知」の限界と
現実的「無常」を認識しながら，過去の〈伝統〉とみずからの〈詩的技法〉との
葛藤や矛盾を描いた，と指摘する D
第 3章 “wh 抗出yng is 也at?" : Troilus αnd Criseyde における〈話し言葉〉の役
割とその効果
〈話し言葉〉は Chaucer の初期の作品の特質であり， <話し言葉〉が多用され
ている，Th e Bok 01 the Duches ， Th e House 01 Fame ， Th e Parliamnt 01 Fo ωls で
は詩人の想像力の新しさと古典世界に対する畏敬の念が窺い知れる。その後 Troi-
lus and Criseyde では， Bocacio のFilostrato に見られるさまざまなく話し言葉〉
のコンテクストをよりリアリスティックなものにし，ナラテイヴの唆昧性を拡大
させ，意識のずれや不確かな「意図Jを〈話し言葉〉を用いて示し， Troilus ， Criseyd ， 
Pandrus ， Diomed らの登場人物をヒューマニズムに対する共感の姿勢を示して
描写した，と主張する。
第 4 章 Chaucer の“mu 也b逝ty" のトポスについて一一Troilus とBoethius を中
心に
Troilus のエピロ」グ(天上の至福と地上の虚栄)と Boe 出ius とを比較して，
Boe 血ius の「飛朔J のメタファーが本質を観察する精神の「上昇」であるのに
対して， Chaucer のTroilus の「上昇」は「死後の魂の旅J であることを指摘し
た上で主題の内的統一性を考察している。
Chaucer は歴史的テーマと愛の主題(迫りくるトロイの滅亡と愛の喜びと悲し
み)を扱う上で騎士道ロマンスの英雄的価値観に悲劇性と持情性を加えていて，
愛のモチーフと武勇のモチーフを統合した，と指摘する。また， Dante が現世の
暗い森から普遍的な神の世界へ旅をしたのに対して， Chaucer は Fortune と神の
摂理を導入して悲劇的な要素を一層強調することに成功した，と述べる。
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第E 部
第 1章 “ternpus" と“aeternitas" : Th e Knigh ぬ Tale における Chaucer の〈時間〉
の意識
中世の時間の概念:“ one" と“rnay" の概念を有するネオプラトニズムと関連
づけながら，人間の内面に実在する〈時間〉の流れに注目し，Th e Knight 's Tale 
に現れる〈時間〉の意識をアクションの「動性」と「不動性」からとらえ， r一
時的」ナラテイヴ・モードと「超時間的」ナラテイヴ・モードとが交差する地点
に Chaucer 文学のl凌味性とその意義がある，と指摘する。また， Boe 由ius の神
の予知と人間の自由意志の調和を受けて， Chaucer の心は「一時的な時間J より
「超時間的なもの」を目指し，“fate" ，'‘ fo 吋une" ，"des 出ly"，“ providenc" のような
人間の力では及ばない領域に向けられていて， r超時間的なもの」を時間に織り
込みながら，審美的比職表現を探求していて，Th e Knight 's Tale は「動的」要素
の中に「静的」要素(詩の内的意義)を巧みに絡ませた中世的世界観を反映した
作品になっている，とまとめている。
第 2章 “官lis wo r1 ds 廿ansrnu 旬cioun" : Th e Knight 包Tale における〈場) (1 oc i) 
の意義をめぐって
〈生〉から〈死〉へ， <死〉から〈生〉へという周期的再生の原理が Th eKnigh t' s 
Tale に認められ，この世界に「秩序」をもたらす理想主義の可能性がある，と
提起する。二人の騎士が〈場〉の変化にともない〈孤立化〉と〈融合化〉の相互
作用により闘争を行うことを， Heln Coper のも戸nrnetric a1 struc 加巾19" を援
用して説明を試みている。また， <上下〉のイメージは，人間の運命の変化や都
市の盛衰， <生〉と(死〉の交互作用，自然の〈サイクル〉運動を表わし， r始動
者J による天体の影響力(宇宙のリズム)と一致する，と追記する。
第 3章 Chaucer のナラテイヴ・ゲーム一一ー〈喜劇的物語〉を中心に
中世フランス文学のファブリオーの影響で書かれた Th e Mil r' s Tale ， Th e 
Reve 包Tα le などには通俗的で，日常の人間の不道徳で不坪でみだらな行為が描
かれている。
Chaucer のコメデイーには，“Vi ce" や "Foly" のようなキャラクターの馬鹿げ
た行為に対する瑚笑によって，われわれの行いを矯正しようとする社会的規範が
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含まれていないことを Th eFria ぬ Tale ，Th e Millr's Tale において言及し， (内的
緊張の解放から生まれる) r笑い」や“game" のルールが作用している，と指摘
している。笑いは「間違いを起こした人間J，r劣った人間j だけでなく， r優れ
た立派な人間」にも向けられ，喜劇的物語のキャラクタ}・タイプはファブリオ
ーに見られるように，性別・年齢・職業により構成される。
Bocacio のDecameron の 9話と類似した，Th e Reve 's Tale はゆっくりとし
たテンポで生き生きと語られ，ロマンス(高貴な登場人物)とファブリオー(世
俗的な登場人物)という異なるジャンルが，ナレーターの視点から相互に補完す
る， と河|崎氏は指摘する。
夫，妻，乱入者がファブリオ」の構成要因であり，これに基づいてヴァリエー
ションを多数創作したとして，Th e Mil ぬ Tale を詳細に分析し，この物語が不
潔で不運な性的事件でありながら，独特の明るさや優しさを伝えているので，こ
のジャンルの最も偉大な作品とみなすことができる，と指摘する。さらに，同じ
ジャンルの Th e Reve きTale ，Th e Fria ぬ Tale ，The Sumone 〆s Tale とTh e Mer-
chant's Tale ， Th e Shitm α飽き Tale についても論じている。 Chaucer は全ての喜劇
的物語を通して，男性の「威厳」と「名誉」が自身と妻の肉体的欲望と愚鈍によ
って打破されることを示している。喜劇のもつ大衆的伝統と学問的伝統が互いに
結び付き，アンピヴァレントな世界を生み出している，と指摘する。
第 4 章 Th e Canterbury 11 αlω のいわゆる宗教的物語に見られる〈喜劇性〉
宗教的物語に喜劇性が暗に含まれる点に注目し，Th e Man of La ω云Tα le から
Th e Second Nun 's Tale に至る物語の中で，宗教的レヴェルの喜劇性を探求した
詩人として Chaucer を捉えている。中世人の喜劇性に対する意識は社会的・文
化的文脈と深く関わり，祭式の身振りと言語的記号を用いながら神の喜劇を演じ
るミサが喜劇と照応関係にあった，とする。 Th eMan of La ωきTale では， apos 仕0 ・
phe (頓呼法)が予告や警告，啓示をあらわすほかに，正統的キリスト教の教義
の許容の範囲で，笑いが喚起されている。この物語が神の摂理の例証だけでなく
喜劇の可能性も示すのは，凶sia 悲劇)から gaudim (歓喜)へと変わるミサ
の典礼式の要素が含まれているからである，と言及する。
Th e Prioress's Tale には主情主義が使用されていて，わが子を虐殺された母親
の哀切と悲痛の心を描いているが，純真さと荘般，精神の慎ましさと高揚とが調
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和した感動的な物語である。その一方で「蛇のサタン」と手を組んだユダヤ人が
喜劇性を高めているのは，ナレーターが「悪魔」の活動を不条理なまでに喜劇的
なもの，瑚笑すべきものと考えていたため，この物語は「哀切なるもの」を漂わ
せながらも，人間の世界を超越した神の喜劇のイメージを提示している，と述べ
る。
第 5章 Th e Reve きTα le における“whel" のモチーフ
中世の人々にとって“Fo 吋une's whel" は時間によって押レ流されながら姿を
変えて行く“Sevn Ag es (i nfans ， puer ， adolescns ， juvens ，吋r，senx ， decrepi 同
国s)" という 7世代から成り立つく生〉の概念である。(液体〉のイメージを暗示
する“brok" ，“dich" などが「時間の流れ」の比輪として豊富に用いられ， r栓の
ついたタル」は，“whelof 町ぜ'の全領域を表象化するとともに， <生〉と〈死〉
の形市上学を示唆しながら， r液体J や「時間」の流れのように，登場人物たち
を「子宮J，r揺り龍J，r墓地」へと押し、流していくイメージを湛えた〈館〉とな
っている，と述べる。
第 6 章 Th e Shipman 包Tale におけるドライ・アイロニー
Th e Sh 妙man き Tale を特色づけるのは何ら特性のない「落ち着き」だけであ
る，と述べられる。登場人物たちは，果てしなき「経済的交換の原理」に従い「利
潤」を求めて生活を送る。いずれも普通の道徳的基準から不純の権化にみえるが，
互いに傷つけあわないので， ドライ・アイロニーといえる。 Chaucer はファブリ
オーの枠組みで登場人物たちを互いに傷つけることなく遊ばせて，現実の姿を写
し取っている，と言及する。「物」や「流れ」の現実の世界は「壁に映った影の
ようにあっという聞に消えてしまうものです」というくだりに現実生活の「虚ろ
さ」が見え隠れする，と指摘する。
第 7章 、lynde prosperite" : Th e Monk's 71α le における〈悲劇〉の意味
Chaucer が Th eMonk 包Tale において辿った「悲劇」の定義は，De Consolacion
Philosophiae に出てくる Fortune についての議論に深く根ざしていて， r悲劇」
は中世においてはキリスト教神学で有益な概念であり，すべての人々が従うべき
行動様式を表している。 Chaucer の悲劇の主人公 (Luc 治 r，Adam ， Samson ， Hercu 同
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les ， Nabugodnosr ， Balthasar など)はみずからの失敗によって富や権力や名声，
肉欲に心を奪われて自由を失い， Fo 出me の奴隷になる。理性は偶然によるもの
ではなく，神意の表われであり， r愛の鎖」の役割を担っている。神の摂理は不
動で単純であるのに対して， Fortune は可動の帯であると同時に一時的な秩序で
ある。 Chaucer の悲劇は世俗の欲望を通してみずからの「自由意志」を喪失し，
みずからの意思とは関わりなく，逆境・悪運に遭遇し，翻弄される人物を描いて
いるが， r悲劇」とは運命の女神がl騎れる王権を不意打ちして，倒す話を泣き叫
びながら悲しみをもって歌うものに他ならない，と結論付ける。
河崎氏は， Chaucer の諸作品を幅広く調査し， D. S. Brewr の批評を中心に作
品を分析し，多くの研究者の見解を紹介しながら独自の立場を披露しており，本
論文に説得力を持たせている。以上の点から，本論文で意図した研究目的は十分
に達成されたと考える。
3. 文献収集の広範さと実証性について
およそ90 に及ぶ英文を中心とした研究書・研究論文に目を通した上で， Chauω 
cer の全体像を把握するために初期の作品 The Bok 01 the Duches C r公爵夫人の
書j) ，The House 01 Fame cr 名声の館j) ，Th e Rαrliament 01 Fo ωゐcr 鳥の議会j)
から Troilus αnd Criseyde C rトロイルスとクリセイデj) を経て，後期の作品で
ある Th e Canterbury Tales C rカンタペリー物語j) に至る細部まで周到に検討し
た優れた研究といえる。また，先行研究に注目しつつも独自の視点を重視して作
品を分析しており，慎重さと独自性がうかがうことができる口とりわけ，Th e a仰 M
terbury Tales は重層的な構造で書かれていて，単一的な見地からは理解しにくい
作品を多角的に解釈していく姿勢が高く評価できる。
4. 研究の展望
審査委員 3 人の見解は河崎氏の著書が極めて優れた論考を含んでいることで一
致した。そして， o ante ， Bocacio ， Le Rom ω de la Rose cr 蕃蔽物語j) を含め
た中世ヨ」ロッパ文学の中で Chaucer の文学世界を考察すれば，一層意義深い
研究が行われることになり，大いに将来性のあることが認められた。
ただし，内容の重複があることや第E 部 7章では Ugolino 伯の悲劇について述
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べていないことが惜しまれる，などの指摘がなされた。
5. 口頭試問について
道家，笹本，松下の 3委員によって行われた。 3委員からの全般的質問と個別
的質問に対して，本論文提出者は適切かっ明快に答え，十分に対応したと判断さ
れた。
副論文について
同時に提出された副論文について，主論文を補足する論考が含まれていると判
断する。
副論文 1
『チョーサ一文学の世界j (南雲堂， 195 年)は 3部から成り， Chaucer の作品
論であり，初期の作品の Th e Bok 01 Duch 四s (r 公爵夫人の書j) ，Th e Legnd ol 
God Women (r 善女列伝j) 論から Th e Canterbury Tales (r カンタペリー物語j)
論，とりわけ， r騎士の物語j，r商人の物語』などの論考である。
第 1部では， rカンタペリー物語』の中でチョーサーが〈遊戯〉のコンテクス
ト， (庭園〉のトポス，イメージの〈場〉としてのドリーム・ヴイジョンを論じて
いる。批評家たちの論文に目を通して，遊戯， トポス， ドリーム・ヴイジョンを
テーマとしている。
第 2 部では， トポスについて言及し， r公爵夫人の書』における〈慰安〉のト
ポス， r善女列伝の序』のトポグラフィー((真実〉と〈記憶〉のトポス)につい
て先行論文を点検しながら論じている白
第 3部では， r騎士の物語』におけるく変容〉のテーマとして〈権威〉と〈経
験〉のパラダイム， <死〉と〈再生〉のリチュアルを論じている。この物語は『カ
ンタペリー物語j の中で最も重要な物語であり，貴重な論考である。また， r商
人の物語』における〈遊戯> (“ ernest in garne" と“garne in ernesf') と〈場〉の
意識についてまとめている。このほか， r地主の物語』と『女子修道院付き司祭
の物語』などを取り上げて『カンタペリー物語』のトポス論を取り上げている。
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副論文 2
“who did hem wirche" :“ boks" and “experience" in Chauce r' s House 01 
Fame" (208) では， Ovid ， Vrg i1から抽き出される人間の経験，古典のエピソ
}ドと Dream の現在の経験と Dream の実際の経験を辿りながら， Fame の
二重の意味 (a) rumo ， hearsy ， and slander vs. (b) glory ， renow ， and hig es-
tem) について触れて， Chaucer が経験を記述するのに「夢」と「知恵」の両
者が必要で、あるとして， Chaucer は ambivalenc の立場を取ると指摘する。
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